
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

私たち文理学院は最高の結果を出し続けるため、「週３回＋αの集団授業」、「できていないを放置しない個別対応」、「自主性を育む学習環境」を兼ねそろえています。集団対面

授業は文理学院が長年培ってきた指導方法です。「双方コミュニケーション型」、「発問・復習で反復し、その場で定着を図る」「生徒の頑張りを徹底に褒める」「※ＳＬＡＮＴを大切

にする」という「集団授業４定義」に沿ったもので、授業内ではみんなで考える過程があり、生徒一人ひとりと繋がったコミュニケーションが存在します。「日々感動する授業」を念頭

に、生徒全員が『できるようになった』を実感する授業を行います。また、文理の個別対応は、個別の学習指導だけにとどまりません。生徒の進路指導や、学校生活や友人関係によ

る悩みの相談など、できる限りの個別対応を行います。これらの対応力は他ではまねできることではありません。文理学院の教師は生徒に対する情熱が違います。さらに「自主性を

育む学習環境」のなかで仲間と一緒に“より良い競争”を行い、精神面が強化され豊かな情操が育まれます。 

自分自身に対して厳しさがあり、素直に人の話に耳を傾けられ、目標に向かって地道に頑張れる子どもたちが、将来、実社会で活躍する大人になっていくのです。私たち文理学院

では生徒一人ひとりに常に『勇気』と『元気』と『希望』を与え続け、子どもたちの自立のお手伝いをさせていただきます。                      中島校  小倉 智史 

※Sit up「正しい姿勢で座る」、Listen「よく耳を傾けて聞く」、Ask questions「質問をする」、Nod「頷きながら聞く」、Track the speaker with your eyes「話し手に視線を向ける」の頭文字をとったものです。 

 

  


